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1.会社概要 有限会社 佳工業 yoshikougyou

本 社：福岡県大川市大字小保968

佐賀工場：佐賀県佐賀市諸富町徳富146-3

代表者：梶田 孝信（代表取締役会長）、梶田 岳（代表取締役社長）

業種：家具製造業(別注家具、装備品製造)、建築業(現場施工)

一般建設業許可番号：福岡県知事 許可（般-1）第99573号

創 業：平成3年（1991年）4月1日

会社設立：平成15年（2003年）5月1日

資本金：300万円

２



1.会社概要 有限会社 佳工業 yoshikougyou

営業内容：別注家具・完全オーダーメイド木製建具、各設計施工

（新築、マンション、リフォーム、ホテル、病院等）

売上状況：第19期：令和3年度（2021年）

売上高 241,539千円

第20期：令和4年度（2022年）

売上高 262,667千円
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1.会社概要

【経営理念】
●ミッション（使命感）

お客様の思い描いた空間の実現を、家具を通してお手伝いし、夢の実現に貢献します。

●ビジョン（未来像）

弊社の家具が、お客様にとって、思いをくみ取った施工が出来る、選ばれ続けるサポート企業になりま
す。それを実現するために、社員一人一人が専門技術を高め、切磋琢磨出来る環境を整備し、従業員
の待遇を向上させ、魅力的な企業になります。

●バリュー（根本の考え方）

・まだ無い家具を世間に送り届けます。
・木製品の可能性を追求します。
・難題に立ち向かう胆力、チーム力を持ちます。
・働く一人一人が誇りと喜びを感じる仕事をします。
・家具の産地である、地元“大川”に貢献します。
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1.会社概要
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【SDG‘ｓの取り組み】



2.経営者ご挨拶（会長）

わたしたち佳工業は、平成3年の創業から30年以上、設計から
製作まで一貫した体制で理想の家具づくりを追求してきました。
佳工業が専門とする「別注家具」の製作とは、お客様の思いに
寄り添い、お客様の思い描いた空間の実現をお手伝いするものづ
くりだと考えています。

お客様や現場は多岐にわたりますが、個人住宅であっても大規模
施設であっても、一つとして同じものがないお客様の思いに寄り
添った最適な家具をつくるという、わたしたちの思いは変わることは
ありません。
これからも思いのこもった家具を提供し続けるために、社員一人一
人が専門技術を高め、一丸となって日々切磋琢磨していきます。
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代表取締役会長

梶田 孝信（かじた たかのぶ）



3.経営者ご挨拶（社長：後継者）
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代表取締役社長

梶田 岳（かじた たかし）

はじめまして。梶田岳と申します。創業より32年、会社設立の20期の節目に、父である
先代と社長交代させて頂きました。

創業当時は大川市に工場が有り、ちょうど小学校と自宅の中間地点でした。まだ小学生
だった私は、放課後に工場へ寄り、仕事が終わるのを事務所内で待ち、共に帰るという生
活をしておりました。学校帰りに遊ぶのも、工場の近くに住んでいる友人とばかりでした。そ
ういう意味では、佳工業は私の生活の一部であったと思います。

当時、佳工業が存在していることは自然なことのように感じておりましたが、今日まで会
社を維持、発展させたことに先代と母の大変な苦労が有ったことを、物心がついた後に知
りました。また、私が入社した後も、毎年のように佳工業が変化していく姿を見てきました。

その中で、中小企業では人とのつながりが大変重要であり、今後もこれまで以上に、お
取引先とのつながりを大切にしていきたいと考えております。そして、私の代となっても変わ
らずご愛顧を賜れますよう、一層尽力してまいります。



4.当社の実績 ～私たちのWORKS～
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4.当社の実績 ～私たちのWORKS～ 保育園、納骨堂等
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4.当社の実績 ～私たちのWORKS～ クリニック、図書館等
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５.業務の流れ ～事務所～
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５.業務の流れ ～工場での工程～
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６.当社の強み ～知的資産～

人的資産 組織資産 情報資産

関係資産

・会長が持つ、地元大川の資材屋、
外注先との強固な関係性
・後継者の人柄（親しみやすさ、
チャレンジ・改革精神）
・完全オーダーメイドに対応可能な
設計力を持つ従業員
・素材の目利き力、製造ノウハウ
・無理が通る、資材屋、外注先との強い絆
・工場長の「展開図」「図面」を作成できる
能力。（技術継承が難しい能力）

・協力会社にて工程を分業する事で、

様々なニーズに対応可能な組織力、
材料調達力
・プロジェクト達成のためには工夫や
努力を厭わない企業文化、組織力
・短納期、納期調整に対し、臨機応変

な対応を行う企業文化
・変化する社会に対応する能力

・創業から現在までの、営業先・
販売先情報を完備
・過去の実績、経験からお客様へ、
最適な素材や工程に関する
提案力
・外注先、資材屋の対応能力の
把握
・家具組合などからの情報ネッ
トワーク

・一流商社、ゼネコンとの更なるお付き合いにより、新たなお客様をご紹介頂け、
一流の現場への更なる仕事依頼へと繋がる
・仕入先とのつながり、人間関係、仕入れ・納品速度の速さ

13



７.沿革
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年 沿革

2001年 会長は、広島県の会社（大川営業所）で営業として勤務し、大川市で大きな
仕事を地元企業に依頼していたが、会社が民事再生手続きに入ったため、地元
企業を守るために一念発起。個人事業主として開業。

2002年 法人化（有限会社佳工業誕生）年間売上2億円

2008年～
2009年

2008年にアメリカで起こったリーマンショックの影響が日本にも広がり、多くのゼネコ
ンが倒産し、現場はストップ。自社の関係先の現場は、運良く悪影響を被らずに
済んだ。年間売上7,000万円。事業を継続させるため、社長夫妻は事業主借
を行う。その後、売上が徐々に回復。

2011年 社長（後継者）が入社した事で、現場施工がスムーズに進むようになった。

2012年 ベテランの工場長が入社した事で、内製化が可能となった。

2023年 事業承継。工場長が顧問となり、工場スタッフの育成が課題。現在に至る。



７.沿革 ～創業前期（2001年）～
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知的資産 業界動向

営業時代の得意先ゼネコン現場監督達と
の繋がり、信頼関係（会長の人的資産）

会長は、広島県の会社（大川営業所）で、営業職として勤務。
大川市で4,000～5,000万円規模の仕事を地元企業に依頼して
いたが、会社が民事再生手続きに入ったため、地元企業を守るため
に一念発起。
得意先ゼネコンの現場監督たちの後押しもあり、個人事業主として
開業。
翌年の2002年に法人化。有限会社佳工業が誕生する。
創業当初は、ものづくりは外注し、施工メイン。年間売上は2億円。

中小企業の景況感は鈍化。業種別では、小売
業が大・中型店の進出を背景にした競争激化。
卸売業、建設業、サービス業も軒並みマイナス幅
を拡大させ、経営破綻する会社もあった。



７.沿革 ～基盤形成期（200８年）～
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知的資産 業界動向

売上は、前年度に比べ大幅に減ったが、
リーマン後は徐々に回復できるだけの受注
力（会長の人的資産）。
製造は外注中心（関係資産）。

2008年にアメリカで起こったリーマンショックの影響が、日本にも広
がり、多くのゼネコンが倒産し、現場はストップ。しかし、佳工業の
関係先の現場は、運よく悪影響を被らずに済んだ。
年間売上7,000万円。事業を継続させるため、社長夫妻は自
己資金を投じ、会社経営を存続させた。その後、売上が徐々に
回復。
2011年に、後継者である現社長が入社。

リーマンショックの影響を受け、金融市場は
混乱。株価暴落。銀行間取引が停滞。大
量のリストラ発生。多くのゼネコンが倒産し工
事現場はストップする状況。



７.沿革 ～転換期1（2012年）～
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知的資産 業界動向

2012年に、他社を定年退職したベテランのスタッフが、工場長とし
て入社。当時、部材、建具などのものづくりを外注していた佳工業
は、外注先管理の煩雑さと、品質のばらつき解消に悩まされていた。
ベテラン工場長は、ものづくりの要である図面作成が出来たため、
会長は工場での内製化を決意。
工場長の要望もあり、徐々にスタッフを増やしていった。

工場長の「展開図」「図面」を作成できる能力
（技術継承が難しい工場長の人的資産）
社長が現場施工を担い、役割分担ができはじ
める（組織資産）

2011年の東北震災普及需要により、建
設投資が増加。



７.沿革 ～転換期２（2023年）～
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知的資産 業界動向

2023年5月に、現社長への事業承継。
高齢となった工場長が顧問となり、工場スタッフの技術継承を含
めた育成が課題となっている。
工事現場の省力化と既製品対応により、簡単な部材は受注で
きなくなってきている。施設等は完全オーダーメイドであるため、施
工できるスタッフを、増強、育成する必要に迫られている。

現在に至る。

コロナが5類に移行し、経済が再び活性化
し始める。建設需要は増加しているが、
建設業就業者の減少と高齢化、戦争や円
安による資材価格の高騰によるコスト増。

社長が1級施工管理の資格を取得。
フォークリフト免許取得者4名。
社長にかわり現場施工をできる社員。
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理念・ビジョン 方針 取組・活動
ＧOODな製品・

サービス

顧客提供価値

お客様から
頂いている価値

まだ無い家具を世
間に送届ける

木製品の可能性
を追求する

難題に立向う胆力
、チーム力

働く1人1人が誇りと
喜びを感じる仕事

家具の産地、地元
に貢献

こだわりの別注家具
規格品の大量生産ではない

納期を守り、プロジェクトの
スケジュールを遅らせない

従業員の待遇を向上させ、
技術を磨ける環境を作り、
魅力的な企業となる

地域の事業者との助け合
いを重視する

有給取得率の向上・推進

納期厳守の現場での臨機
応変な対応をする
普段は残業しない
余裕を持たせた現場施工

継続的な取引
新規取引先の紹介
収益性の確保

一流商社等、良い取引先との更なる付合いにより、良い
人材を採用でき、より一流の現場への更なる仕事依頼へ

期間、予算制約の中で
の計画実効性

オーダー通りの製品、
工期を守る施工

設計、コスト削減への
提案や現場対応

仕入先との強固な関係性
構築による即時納品対応

８.現在価値ストーリー



８.現在価値ストーリー ～体制変革～
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９.これからの取組み ～目指す方針と取組み～
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これまで

・お客様のニーズに臨機応変に対応するため、人材育成に注力（人材から人財へ）
・全体最適（工場と施工現場のスムーズな連携）のため、進捗状況の見える化
・スキルやノウハウを、人的資産から組織資産へ昇華

・人材育成に注力していなかったため、
技術が属人化しており、技術承継が
滞り、従業員ごとの技術に差が生じ、
手待ちが発生していた
・採用がうまく行かず、従業員の高齢化
が進んでいた
・工場、現場ごとの役割の違いがあり、
全員集まるのが難しくなってきた

方 針

見える化

スキルUP

・資格取得補助制度の確立
・研修会参加（ Off-JTの推進）
・社内研修等、OJTの推進

・全体スケジュールの掲示
・案件ごとの工程管理表の作成

情報共有

・機械の基本的な操作のマニュアルの作成（動画含む）

・幹部社員への１on１

解
決
策
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理念・ビジョン 方針 取組・活動
ＧOODな製品・

サービス

顧客提供価値

お客様から
頂いている価値

まだ無い家具を世
間に送届ける

木製品の可能性
を追求する

難題に立向う胆力
、チーム力

働く1人1人が誇りと
喜びを感じる仕事

家具の産地、地元
に貢献

・こだわりの別注家具
・多品種少量生産
・プロジェクトスケジュールに
 合わせ納期厳守
・地域の事業者との助け合
い重視

・人材育成
（人材から人財へ）
・進捗状況の見える化

・納期厳守の臨機応変な対応
・普段は残業しない
・余裕を持たせた現場施工
・仕入先との継続的関係構築
・即時納品対応

・全体スケジュールの掲示
・案件ごとの工程管理表作成
・資格取得補助制度の確立
・研修会参加（Off-JT推進）
・社内研修等OJTの推進
・機械の基本操作のマニュアル
作成（動画含む）
・幹部社員との１on１

継続的な取引
新規取引先の紹介
収益性の確保

期間、予算制約の中で
の計画実効性

オーダー通りの製品、
品質確保

設計、コスト削減への
提案や現場対応

１０.将来価値ストーリー

継
続
的

一流商社等、良い取引先との更なる付合いにより、良い
人材を採用でき、より一流の現場への更なる仕事依頼へ



１１.組織と人
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社員構成：取締役（3名）、正社員（9名）、パート（1名）

組織体制：社長、現場施工（3名）、工場(6名）、事務所（3名）

現場施工

工 場



有限会社 佳工業

25


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 1.会社概要　　有限会社 佳工業　yoshikougyou
	スライド 4: 1.会社概要　　有限会社 佳工業　yoshikougyou
	スライド 5: 1.会社概要　
	スライド 6: 1.会社概要　
	スライド 7: 2.経営者ご挨拶（会長）　
	スライド 8: 3.経営者ご挨拶（社長：後継者）　
	スライド 9: 4.当社の実績　～私たちのWORKS～
	スライド 10: 4.当社の実績　～私たちのWORKS～ 保育園、納骨堂等
	スライド 11: 4.当社の実績　～私たちのWORKS～　クリニック、図書館等
	スライド 12: ５.業務の流れ　～事務所～
	スライド 13: ５.業務の流れ　～工場での工程～
	スライド 14: ６.当社の強み　～知的資産～
	スライド 15: ７.沿革　
	スライド 16: ７.沿革　～創業前期（2001年）～　
	スライド 17: ７.沿革　～基盤形成期（200８年）～　
	スライド 18: ７.沿革　～転換期1（2012年）～　
	スライド 19: ７.沿革　～転換期２（2023年）～　
	スライド 20: ８.現在価値ストーリー　
	スライド 21: ８.現在価値ストーリー　～体制変革～
	スライド 22: ９.これからの取組み　～目指す方針と取組み～　
	スライド 23: １０.将来価値ストーリー
	スライド 24: １１.組織と人
	スライド 25

